
① 指針の目的

地域住民・事業者・行政等が景観づくりのイメージを共有する

➁ 主な検討内容

・ 目指すべき将来像

・ 景観形成の目標

・ 目指す街並み・風景のイメージ

・ 建築物・工作物・公共施設等の景観配慮事項

・ 景観づくりの推進のための取組内容

③ 検討対象地域 ：概ねの範囲は別図参照

➃ 検討方法

・ 景観づくり協議会での検討

・ 地域住民の方や事業者の方々との意見交換ができる場の設定

⑤ 指針に基づく景観づくりの取組（例）

景観づくり指針の検討

・建物の新築・建替え・改修をするとき，

広告物（看板）を設置するとき、

土地の維持管理などに、景観への配慮や工

夫を行う。

・地域資源の保全・活用し，景観づくり活動

を行う。

行政

市民 事業者

・市民・事業者の活動を支援するほか，

法令に基づく規制・誘導を実施する。



・ LRTが走行する鬼怒通りのほか，公園や遊歩道など潤いのある風景があり，

「歩いて楽しい」ウォーカブルなまちづくりのヒントとなる資源があります。

・ 協議会での検討状況や関係機関との調整等の状況に応じて、適宜範囲の見直

しを行います。

国道4号線

主要な検討対象範囲 地域の景観資源となるもの

景観形成重点地区
(宇都宮駅東口地区)

景観づくり指針の検討対象範囲
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